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平成２８年熊本地震の推移と今後の見通しについて 

＜熊本地震の推移＞ 

・４月１４日２１時２６分 熊本でＭ６．５の地震（日奈久断層帯北端部の活動） 
・４月１６日０１時２５分 熊本でＭ７．３の地震（布田川断層帯東部の活動） 
・４月１６日０３時５５分 阿蘇でＭ５．８の地震 

・４月１６日０７時１１分 大分県中部でＭ５．４の地震 

・４月３０日現在 大分県中部の地震活動は減衰傾向、 

           熊本県南西部に余震活動の広がり、 

           別府湾・伊予灘における地震活動の活発化は認められない 

今回の熊本地震は、過去に大きな地震が発生していなかった日奈久（ひなぐ）断
層帯・布田川（ふたがわ）断層帯で発生したものである。四国の中央構造線断層
帯を含む別府湾以東では１６世紀末に大地震が発生して歪みを解放しているこ
と、熊本地震発生前に大分・熊本地域では微小地震活動が活発であったのに対
し、四国地方ではほとんど発生していないことから、一般論として中央構造線断
層帯への連鎖的活動の可能性は低い。仮に地震が発生するとしても規模の大
きな地震とはなりにくい。 

 熊本地震の今後の見通し 

今回の熊本地震の発生後に大分県中部で発生した地震の規模は最大でもＭ５
．４と小さく、地震活動も減衰傾向にあり、東方の中央構造線断層帯まで影響が
及ぶような状況ではない。 
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熊本地震の推移 

平成２８年４月３０日 気象庁報道発表資料『「平成28年（2016年）熊本地震」について（第37報）』より抜粋・加筆 

別府湾・伊予灘における
地震活動の活発化は認め
られない 

地震活動の空白域 

大分 

〇今回の熊本地震の発生後に
大分県中部で発生した地震
の規模は最大でもＭ５．４
と小さく、地震活動も減衰
傾向にあり、東方の中央構
造線断層帯まで影響が及ぶ
ような状況ではない。 

阿蘇 
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九州地域の過去の被害地震 

地震調査研究推進本部 「九州・沖縄地方の地震活動の特徴」より抜粋 

〇日奈久断層帯・布田
川断層帯では、過去
に大きな地震が発生
していなかった。 
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今回および過去の地震活動と活断層分布 

日奈久断層帯北端部 

2016/4/14 M6.5の地震による歪み解放 

布田川断層帯東部 

2016/4/16 M7.3の地震による歪み解放 

別府－万年山断層帯東部 

16世紀末の地震（M7）による歪み解放 

伊方発電所 

産業技術総合研究所「活断層データベース」より抜粋・一部加筆 

四国の中央構造線断層帯 

16世紀末の地震による歪み解放 

誘発された地震活動 

〇別府以東では１６世紀末に大地震が
発生して歪みが解放されている。 
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九州地域の地震活動（深さ20km以浅の地震） 1997～2010年 

地震調査研究推進本部 「九州地域の活断層の長期評価（平成25年）」より抜粋・一部加筆 

〇熊本地震発生前に大分・
熊本地域では微小地震活
動が活発であったのに対
し、四国地方ではほとん
ど発生していない。 
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平成２８年熊本地震の地震動と伊方発電所の地震動評価について 

問題となるような地震動は観測されていない 

熊本地震で観測された地震動について 

十分保守的な評価がなされており地震動評価に影響はない 

・震源近傍の柔らかい地盤上においては1000ガルを超える加速度を感知したものの、同地点 
 の地中の岩盤上における加速度は150～250ガル程度であった。これは、地震の揺れは硬い 
 岩盤上では小さく、柔らかい地盤では増幅して大きくなるという性質によるものである。 
 
・4月16日の本震では、八幡浜において約40ガルの地震動が観測されたのに対し、硬い岩盤上 
 に立地する伊方発電所では10ガル程度で周辺より揺れが小さく、地下2000mから地表まで地 
 震動の顕著な増幅も認められなかった。 
 
・今回の地震で倒壊した建物は、活断層の直近に立地する現在の建築基準を満たさない古い 
 構造物や軟弱な地盤上の構造物がほとんどであり、震源近傍でも損壊を免れた建物も多 
 くある。 

伊方発電所の地震動評価について 

・別府－万年山断層帯と中央構造線断層帯が連動して一気に破壊することは考えがたいもの 
 の、想定外をなくす観点から、大分から紀伊半島まで最大約480kmが連動して破壊するケー 
 スも想定して基準地震動（最大650ガル）を設定している。 
 
・仮に今回の地震が伊予灘まで進展するとしても施設の安全性に問題はない。 
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平成２８年熊本地震の地震動 

○4月16日の本震で観測された地震動について 

〇八幡浜において約40ガルの地震動が観測
されたのに対し、硬い岩盤上に立地する
伊方発電所では10ガル程度で周辺より揺
れが小さい。 

〇震源近傍の軟弱な地盤上では1000ガルを超
える大きな加速度が観測されたものの、地
中の堅い岩盤上の記録は150～250ガル程度
であった。 

伊方周辺で観測された加速度分布（地表付近） 益城（震源近傍）で観測された地震動 

伊方PS

三崎
八幡浜

長浜

大洲

NS:18Gal

EW:13Gal

UD: 9Gal

NS:36Gal

EW:21Gal

UD: 9Gal

NS:15Gal

EW:13Gal

UD: 7Gal

NS:14Gal

EW: 8Gal

UD: 6Gal

NS:15Gal

EW:13Gal

UD: 9Gal

(Gal)

1u 2u 3u
NS 7 10 10
EW 10 7 7
UD 7 7 6

佐賀関
NS:49Gal

EW:47Gal

UD:19Gal

凡例

発電所

K-NET

KiK-net

三崎

地表ＵＤ

地表ＥＷ

地表ＮＳ

地中ＵＤ

地中ＥＷ

地中ＮＳ
最大159gal

最大243gal

最大196gal

最大653gal

最大1157gal

最大873gal

防災科学技術研究所 強震観測網(K-NET,KiK-net)より抜粋・加筆 
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単独活動 

（約54km） 

四国西部の連動（約130km） 

広域連動 

（約480km） 

伊方発電所の地震動評価 

○伊方発電所の地震動評価で想定する中央構造線の連動範囲 

○別府－万年山断層帯と中央構造線断層帯が連動して一気に破壊することは考えがたいも
のの、想定外をなくす観点から、大分から紀伊半島まで最大約480kmが連動して破壊する
ケースも想定して基準地震動（最大650ガル）を設定している。 

○仮に今回の地震が伊予灘まで進展するとしても施設の安全性に問題はない。 


